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平成昨年8月広報たまかわ

市
町
村
合
併
を
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
主
に
期
待
さ
れ
る
効
果

(O)
と
懸
念
さ
れ
る
問
題
点
(
×
)
を
挙
げ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
市
町
村
の
境
界
が

な
く
な
る
の
で

O
合
併
前
の
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
に
建
て
た
図
書
館
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
保
健
福
祉
施
設
な

ど
を
す
べ
て
同
じ
条
件
で
使
え
ま

す。O
住
所
地
と
勤
務
地
が
同
じ
市
町

村
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

勤
務
地
の
近
く
で
も
い
ろ
い
ろ
な

施
設
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

O
以
前
の
境
界
を
越
え
て
小
中
学

校
区
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
近
い
学
校
に
通
え
る
人
も
で

て
き
ま
す
。

×
使
用
人
口
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
施
設
等
の
使
用
が
不
能
と
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

五
百
万
円
を
配
分
し
ま
す
。

O
合
併
に
伴
い
必
要
な
事
業
と
し

て
市
町
村
建
設
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
経
費
に
つ
き
、
合
併
関
係

市
町
村
の
人
口
規
模
に
応
じ
て
措

置
し
ま
す
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
利
点
や
問
題

点
は
あ
り
ま
す
が
、
「
合
併
協
議

会
」
に
お
い
て
色
々
な
問
題
の
対

応
に
つ
い
て
「市
町
村
建
設
計
画
」

に
盛
り
込
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

明
治
・
昭
和
の
合
併
は
強
制
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
地

域
住
民
と
市
町
村
に
判
断
が
委
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
合
併
の
方
法
等
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

平成14年8月広報たまかわ

い
く
つ
か
の
市
町
村
が

一
緒
に
な
る
の
で

O
職
員
間
の
切
瑳
琢
磨
に
よ
り
能

力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
存

在
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地

方
分
権
の
時
代
に
、
国
や
県
に
た

よ
る
こ
と
な
く
、
住
民
に
身
近
な

こ
と
は
市
町
村
で
決
め
て
実
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

O
合
併
で
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば

専
門
職
を
一
雇
う
こ
と
が
で
き
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
高
度
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
ま
す
。

O
重
複
す
る
行
政
の
内
部
管
理
部

門
等
の
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
、
人

件
費
の
削
減
が
で
き
ま
す
。

×
水
道
料
金
・
使
用
料
金
等
の
格

差
及
び
財
政
規
模
の
違
い
に
よ
る

調
整
で
不
利
に
な
ら
な
い
か
疑
問

第5回
【石川管内の人口・世帯数の推移}
会月弓では石川管内における人口 出需数について、平成2年及び平成7年国勢調査の結果と比較しながら、お知らせ
いたします。

調査結果を比較すると、平成7年調査では前回調査に比べ、石)11管内全町村において人口が減少していますが、世帯

数は古殿町を除き増加しています。

また、平成12年調査においては、人口 .lli帯数ともに減少している町村が出てきていますが、唯一本村だけは人口-

世帯数とも摺加しています。

効

果

と

問

題

が
残
り
ま
す
o

x広
域
的
な
人
事
と
な
り
周
辺
の

地
域
を
理
解
す
る
職
員
が
い
な
く

な
る
、
或
い
は
事
務
的
に
処
理
さ

れ
て
し
ま
う
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

×
人
口
の
集
中
す
る
場
所
に
役
所

が
移
り
、
周
辺
地
域
は
遠
く
な
る

事
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
大
き
な
市
町
村

が
誕
生
す
る
の
で

O
効
果
的
な
施
設
の
整
備
と
効
率

的
な
事
務
事
業
の
運
営
が
行
え
ま

す。O
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
合

併
後
の
基
盤
整
備
に
よ
っ
て
、
企
業

立
地
、
若
者
の
定
着
や
イ
ベ
ン
ト
誘

致
が
進
み
地
域
が
活
性
化
し
ま
す
o

x広
範
囲
に
わ
た
る
維
持
管
理
と

地
域
特
性
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
か
が
疑
問
視
さ
れ
ま
す
。

×
自
分
た
ち
の
意
見
が
議
会
議
員

か
ら
行
政
に
届
い
た
が
、
合
併
で

大
き
く
な
る
と
、
意
見
が
届
き
に

く
く
な
ら
な
い
の
か
不
安
が
残
り

占
ま
す
。

財
政
面
で
は
、
次
の
よ
う
な
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

普
通
交
付
税
に
よ
る
措
置

O
合
併
後
十
ヵ
年
度
は
今
の
普
通

交
付
税
措
置
を
全
額
保
障
、
さ
ら

に
五
ヵ
年
度
は
激
変
緩
和
措
置
を

行
い
ま
す
。

O
合
併
後
に
お
け
る
行
政
の

一
本

化
(
基
本
構
想
等
の
策
定
、
改
定
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
)
に
要

す
る
経
費
等
に
対
す
る
措
置
を
行

い
ま
す
。

特
別
交
付
税
に
よ
る
措
置

(
三
年
間
程
度
)

O
合
併
を
機
に
行
わ
れ
る
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
、

合
併
関
係
市
町
村

間
の
公
共
料
金
格
差
調
整
、
公
債

ム5.2919，914 ム2.3621，026 21，534 口人

干す)11 玉

目7)11 石

ム0.865，411 2.40 5，458 5，330 数世間世

ム4.957，910 ム2.368，322 8，523 口人
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費
負
担
格
差
の
是
正
や
土
地
開
発

公
社
の
経
営
健
全
化
等
に
つ
い
て

の
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

の
措
置
を
行
い
ま
す
。

O
合
併
協
議
会
設
置
経
費
等
に
対

す
る
措
置
を
し
ま
す
。

O
合
併
関
係
市
町
村
が
合
併
市
町

村
の

一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
を

図
る
た
め
、
合
併
前
に
要
す
る
経

費
に
対
す
る
措
置
を
し
ま
す
。

合
併
特
例
債
に
よ
る
措
置

O
合
併
後
十
ヵ
年
度
は
市
町
村
建

設
計
画
に
基
づ
く
特
に
必
要
な
事

業
の
経
費
に
合
併
特
例
債
を
充
当

(
九
十
五
%
)
元
利
償
還
金
の
七
十
%

を
普
通
交
付
税
で
措
置
し
ま
す
。

O
旧
市
町
村
単
位
の
地
域
振
興

・

住
民
の
一
体
感
醸
成
の
た
め
に
行

う
基
金
造
成
に
対
し
特
例
地
方
債

を
充
当
(
九
十
五
%
)
元
利
償
還

金
の
七
十
%
を
普
通
交
付
税
で
措

置
し
ま
す
。

X
借
金
の
上
乗
せ
に
な
ら
な
い
の

か
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
費
に
よ
る
補
助

O
市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
及
び

そ
の
た
め
の
準
備
等
に
要
す
る
経

費
を
措
置
、

一
団
体
に
つ
き

一
律

0.10 

ム7.21

ム3.63

世帯数には施設等の世帯も富まれます。

2.42 

ム1.857，484 

1，999 

6，818 

2，029 

1，725 

※ 

ム1.32

4.70 

ム3.53

60.94 

6.11 

7，348 

1，997 

7，625 

1，790 

1，981 

1，882 

7，727 

1，892 

7，617 

1，807 

数

数

。
数

口

出

-m

出
一
市

出
用

世

世

人

人

出

村

目7
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田
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中学2年生81名が参加中学生圏内研修

琉
球
の
都
沖
縄
の

自
然
を
満
喫

今
年
度
の
中
学
生
国
内
研
修
事

業
(
沖
縄
研
修
)
は
七
丹
二
十
九
日

か
ら
三
十

一
日
の
二
泊
三
日
の
日

程
で、

車
田
教
育
長
を
団
長
に
、

泉

・
須
釜
両
中
学
校
の
二
年
生
八

十

一
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
参

加
し
た
生
徒
達
は
、

南
国
沖
縄
の

青
い
海
と
歴
史
・

文
化
に
ふ
れ
る

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

研
修
回

一
行
は
、
午
前
七
時
三

十
五
分
か
ら
福
島
空
港
で
結
図
式

を
行
い
、
南
の
空
へ
飛
び
立
ち
ま

七
月
十
九
日
で
任
期
満

3
と
な
っ
た
玉
川
村
農
業
委
員
会
委
員
が
決

定
し
ま
し
た
。

先
の
農
業
委
昌
己
一
品
委
員
一
般
選
挙
に
よ
る
当
選
者
十
三
名
と
選
任
委

員
五
名
(
J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
か
ら
一
名
、
い
わ
せ
石
川
地
方
農
業
共
済

組
合
か
ら
一
名
、
玉
川
村
議
会
が
推
薦
す
る
学
識
経
験
者
三
名
)
の
合
計

十
八
名
で
す
。

七
月
二
十
三
日
午
後
二
時
か
ら
選
任
委
員
に
対
す
る
選
任
書
の
交
付

式
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
午
後
三
時
か
ら
新
委
員
に
よ
る
最
初
の
農
業

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
議
席
番
号
の
決
定
や
会
長
及
び
職
務
代
理
者
の
選
出

を
行
い
、
玉
川
村
農
業
委
員
会
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
長
に
園
谷
房
夫
氏
を
選
出

委
員
会
で
は
、

会
長
に
圏
谷
房

夫
氏
を
、
ま
た
、
職
務
代
理
者
に

瀬
谷
武
義
氏
と
岩
谷
利
秋
氏
を
互

選
に
よ
り
選
出
し
ま
し
た
。

な
お
、

新
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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園谷房夫(65)

(再・南須釜)

瀬谷武義 (61)

(再・北須釜)

利秋 (54)

小高)

谷

清

山一匂

し
た
。
研
修
初
日
は、

那
覇
航
空
整
備

工
場
を
見
学
し
た
あ
と、

魔
文
仁

ヶ
丘
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
を
訪
れ、
悲

し
い
沖
縄
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

二
日
目
は
糸
数
壕
(
防
空
壕
あ

と
ち
)
、
首
里
城
公
園
を
見
学
し

た
あ
と
、
フ
ェ
リ
ー
で
渡
嘉
敷
島

に
渡
り、

海
洋
体
験
学
習
で
カ
ヌ

ー
や
ス
ー
パ
ー
フ
ロ
ー
ト
を
体
験

し
、
珊
瑚
礁
の
青
い
海
、
沖
縄
の

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

三
日
目
は
沖
縄
本
島
に
も
ど
り、

琉
球
ガ
ラ
ス
村
で
自
分
の
オ
リ
ジ

ナ
ル

の
コ
ッ
プ
制
作
を
体
験
し
、

帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

(
九
月
号
に
続
く
)

須藤竹一 (50)

(新 川辺)

育費秀夫 (59)

(再 ・ 吉 )

須藤重次郎 (55)

(再 ・小 高)

三瓶力 (54)

(新 .I11 辺)

小針幸吉 (53)

(再・中 )
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小原明昭 (65)

(再・高須釜)

渡辺利秋，(51) 

(新・四辻新田)

矢吹金一 (55)

(新 ・北須釜)

橋本義晴 (53)

(再・竜 崎)

佐藤 一 男 (54)

(掌識経験者)

佐久間 勝 (57)

(新・岩法寺)

佐久間安直 (59)

(いわせ石川地方農業共済組合)

小林茂夫 (54)

(あぶくま石I11農業協同組合)

小針武 (57)

(学識経験者)

森 溝重 (67)

(掌識経験者)

「
h
u
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第
引
田
玉
川
村
少
年
球
技
大
会

伍報たまかわ

寄冨

ド

平成14年8月

(%) 

100 
緊急事態における時間経過と死亡率の関係

広報たまかわ

①心臓停止後約3分で50%死亡

ll:，¥臓が止まってから、または呼吸が止まってから、何分くらい経つと簡が聞からないかがこの曲線で示されてい

ます。

救急車が到着するまで全型平均で約6分かかります。もし、こんな時救急車が到着するまで手をこまねいて毘て

いたら、百言を澱うことが出来ないことがこの図からわかると思います。パイスタン夕、一(現場に居合わせた人)の

応急手当が命を救うことが出来るのです。

・議帯電話での119番通報について

携帯電話で119番通報をすると、当管内(須賀川市、岩瀬郡、石)11郡)では、最初に郡山消関本部へつながります。

その後、須賀)11消防本部通信指令係へと転送されるシステムと芯っているため、まずは場所をはっきむと教えてく

ださい。

・救急車の適正利用について

救急業務とは、傷病者の生命及び身体を守るためのもので、住民が等しく利用するごとが出来る公共の業務です。

しかし、公共性があるとはいえ救急車の数には限りがあります。緊急に治療を受ける必要がある傷病者が対象で

あることを理解し、良識ある利用をお願いします。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
i
ル
に
熱
戦
を
展
開

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

主
催
の
第
一
二
十
一
回
玉
川
村
少
年

球
技
大
会
は
、
八
月
三
日
(
土
)
に

須
釜
小
学
校
校
庭
を
メ
イ
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
十
一
チ
l
ム
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
八
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
、
炎
天
下
の
下

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
こ
の
臼
の
た
め

に
毎
日
練
習
を
積
ん
で
き
て
お

り
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
舞

台
で
の
び
の
び
と
元
気
あ
ふ
れ
る

プ
レ
ー
を
披
露
し
、
応
援
に
駆
け

つ
け
た
保
護
者
ら
の
方
々
は
大
き

な
声
援
と
盛
ん
な
拍
手
を
お
く
つ

て
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

寸
ヲ

②呼阪停止後約10分で50%死亡

③多量出血後約30分で50%死亡

1時間1 2 

分

25 

o
m秒

品も

ニ三準優・三三準優・
優ミ {憂ソ

位位勝勝二位位勝勝フ
ノミ ト

北南川山ス岩南小川ボ
須須 小ケ法須 l 
釜釜辺屋ツ寺釜高辺ル

ト
ボ

ル

第

3
回
心
の
健
康
相

談
会
の
お
知
ら
せ

-77・
揚杢日

時

平

成

比

年

9
月
4
日

午
後
1
時

i
午
後
4
時

所

川

村

保

健

セ

ン

タ

-
相
談
員
針
生
ケ
丘
病
院
臨

床

心

理

士

本

間

真

先

生

-
棺
談
内
容
日
ご
ろ
抱
え
て
い

る
心
の
情
み
全
般

・
申
込
先
玉
川
村
保
健
セ
ン
タ

ー
(
岱
幻
ー
ー
1
0
2
4
)

6 

前年震の優勝旗を携えての入場行進

七
月
十
一
日
、
台
風
六
号
の
影

響
で
、
竜
崎
・
中
地
一
院
な
ど
で
農

地
や
ハ
ウ
ス
が
冠
水
し
た
ほ
か
、

道
路
な
ど
の
土
木
施
設
に
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。

-
農
作
物
被
害

被
害
箇
積

2
・
2
M

誠
算
被
害
額

9
9
0
万
円

・
公
共
土
木
施
設
被
害

道
路

9
箇

所

河

川

1
箇
所

概
算
被
害
額

3
0
6
0
万
円

「

C
型
肝
炎
に
つ
い
て
」

の
健
康
講
演
会
を
開
催

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
正
し
く
理
解
す
る
た
め

に
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
0

・

日

時

平
成
比
年
9
月
6
日
(
金
)

午
後
2
時

l
午
後
3
時
ぬ
分

(
受
付
午
後
1
時
j
)

-
揚
一
向
川
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー

-
講

8市

福
島
医
大

大

平

弘

正

先
牛今

応
募
要
領

-
応
募
規
定
①
満
3
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
、

6
ヶ
月
以
内
に
撮

影
し
た
写
真

(
家
族
の
方
が
撮
影
し
た
も
の
に

限
る
)

②
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方

③
写
真
の
大
き
さ
は

L
判
サ
イ
ズ

④
お
一
人

3
点
ま
で
応
募
で
き
ま

す
(
写
真
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
)

・
応
募
受
付
平
成
日
年
9
月
2

日
(
月
)
1
9
月
初
日
(
月
)

-
路
募
先
玉
川
村
保
健
セ
ン
タ

ー
及
び
須
釜
支
所

特
典

-
最
優
秀

(
1
点
)

・

優

秀

(
3
点
)

・

佳

作

(
8
点
)

入
賞
作
品
は
平
成
時
年
度
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

圃
お
問
い
合
わ
せ
先
一
川
村
保

健
セ
ン
タ

i

岱

US$603000005831024
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平成14年8月広報たまかわ
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IN 
挺患がむ

県野球連盟と福島民報社主催の第25回県少年野球選 S fifllal 
手権石川/.頁翼)11.岩瀬地区予選が石)1町民野球場等で ...... ~'~ 

開催され、泉中Aが準決勝と決勝をコールドゲームで勝申下

利する圧倒的な強さで見事に優勝を飾り、 8月10日力、 A少
ら5523TZaztf222ました。 優年
1回戦泉中A 7-2 大東中 勝野
2回線 泉中A 3-1 石中グIj ンボーイズ 霊!齢

準々決勝泉中A 6-1 -中アゲインズ 竺坐
準決勝泉中A 9-1 小平クラブ 軍軍

決勝 泉中A 8-0 西袋中野球部08 商

予
ι 選

平成14年8月広報たまかわ

県
民
ス
ポ
ー
ツ

石
川
大
会

南
須
釜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
準
優
勝

県
民
ス
ポ
ー
ツ
石
川
地
区
大
会

は
古
殿
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

南
須
釜
チ
l
ム
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
と
も
に
準

優
勝
し
、
県
中
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
川
辺
バ
レ

i
愛
好
会
と
、

卓
球
の
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
が
三
位

と
な
り
ま
し
た
。

& 

矧昭人君インタタハイ(ハンドボール)(:出場
国体の県選抜にも選ばれる

8月1白から茨城県で開催されるインターハイの

ハンドボール選手権大会に、ミ挙法石川高校ハンドボ

ール部の矢吹昭人君(吉)が出場することに芯り、役

場を訪れ車田村長に出場を報告しました。

車田村長は、 「日頃の練習の成果を予言分に発揮し、

がんばってきてくださいjと話し、村から激励盆を

贈りました。また、矢吹君は、国体予選の県選抜

(14人)にも選ばれ、今後の活躍が期待されます。

三
昧
線
を

体
験

弓

東
京
玉
川
会
で
は
、
村
内
中
学

生
を
対
象
と
し
た
芸
術
鑑
賞
事
業

で
津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
泉

中
体
育
館
に
は
生
徒
を
は
じ
め
父

兄
の
方
々
も
訪
れ
三
味
線
の
音
色

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
達
は
先
生
の
指
導

で
三
味
線
を
弾
い
た
り
と
、
普
段
と

は
違
う
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

福
島
県
南
地
区
空
手
道
大
会

大会は、玉川村民体青舘で開催され、県南it!3lXの各道場

から大勢の選手が出場しました。

選手達は日頃の訓練の成果を発揮しようと、型の部、組

手の部で熱い戦いを繰り広げました。

村関係者の成績は次のとおりです。

型の部中掌生 準優勝二階堂吾香(玉川道場)

一般 優勝矢部洋士(J11辺)

熊田真衣()11辺IJ¥)

二階堂書香(玉川道場)

飯田裕晃(泉中)

小林 誠(竜崎)

矢部洋土(J11辺)

3 1立
準優勝

優勝

優勝

優勝

組手の部

小掌笠中掌年

中掌生女菩

申学生50旬以下
嘉枝生64旬以下
か 64kg超

花乏
し、五

村
花
い

っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
で

は
各
団
体
代
表
者
に
よ
り
、
花
の

管
理
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

各
所
と
も
追
肥
や
除
草
等
の
手

入
れ
が
行
き
届
き
、
マ
リ
l
ゴ
ー

ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
花
が
咲

き
寺

7
、
2
三、

J

ご
子
ご
'
コ
主

主
C

き

H
V
ノ

相

Z
Y
L
f
Jノ
f
tト
k

「
今
年
も
見
事
な
花
が
咲
き
、
村

を
自
慢
で
き
る
ね
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
口

8 

時交疲妻
ひ、通ゼ這

村
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、

交
通
安
全
協
会
と
交
通
安
全
母

の
会
の
協
力
を
得
て
、
国
道

一

一
八
号
の
泉
郷
駅
前
で
「
テ
ン

ト
村
作
戦
」
を
実
施
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
安
全
冊
子
と
サ

ル
ナ
シ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
配
布

し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

第1目YOSAKOIソーランジュニア東北大会
いしかわぐんよさこい踊り隊大賞に輝く
天栄村で7月27・28臼に開催された第1ロYOSAKOIソーラン
ジ、ユ二ア東北大会で、いしかわぐんよさこい踊り隊(会長 大和田

政宏・平田村)が最高畠の大量を受重し、村内から参加した小中学

生らのメンバー11名が会長らとともに役場を訪れ車E村長lこ受員
者報告しました。大会仁は、県内外から25チームが参加しての受

畠となり、来年6月に北海道で開催される第12回YOSAKOIソー

ラン祭りのソーランナイトへの出場権を獲得しました。

9 



第4回宿島空港玉川健康マラソン大会

村民参加者大募集
(村内参加者参加費無料)

参加者全員に参加襲、完走者には完走証が贈られます。

睡開催日時平成1449月29日(巴) 雨天決行

~串込締切平成14年8月308(金)

080 

ー占口
品

/.¥'てH
b'..l.L 

ツベルクリン反応換窒・-

午後18寺00分

3~4ヶ月児模診

午後18寺30分~

ツベルクリン判定及びBCG接種・・・・・就

午後1時00分~

予言ガン及び骨組しよう痕検査

午前9時00分~

午後1時00分~

司3圃昌の健康ごよみ
.8月
20日(火)

21日(水)

22日(木)

第15回全国健康福祉祭ふくしま大会

総合開・閉会式一般入場者募集

11 :25"'-'14:10 
《開怠式》

・日時平成14年10月19巴(土)
・場所 県営あづま陸上競技場

・葬集人数 5，000人
《閉会式》

電話及び面談による相談(無料)

第6

実施方法

日時
1

2

 

たまかわ健康家族ウオーク
平成1449月16日(月)

AM10:30スタート(受付AM9:00"')

極集合場所:玉川村総合運動公園

どなたでも参加できますが、事前の申込がJ必要です。

極参加申込等

玉川村役場健康福祉課官57-4623

~隠催日時

-・・須公

保

-保

. /，¥匂」
'E.ll 

1議見棺談会・・

午後1時30分~

3'"'-'4ヶ月見横診・

午後18寺30分~

28己(水)

.9月
13巴(金)

18日(水)

-日時平成14年10月22日(火)
・場所 ビッグパレット/3¥くしま

・纂集人数 200人
※応募方法はお問い合わせください。

・締切巴 8月31己(当日消却高効)
・問い合わせ先 大会実行委員会事務胃「総合開・閉会式J係
岱024-521 -7307 

13:00~13:55 
3

4

 

就業改善センター

須釜公民館

平成14年9月ア臼(土)
午前10時~午後4時
平成14年9月88C日)
午前108寺~午後4時

棺談電話番号 n024-534-0799 
面談会場 指島県語法書士会館

福島市新浜町6番28号
お問い合わせ電話番号 024-534-7502 

倉

5
 寄付ありがとうございます

F記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼中し!二げます(村社会福祉協議会)

記
・南須釜の宗形辰ーさんから

・1ヒ須釜の塩津勝きんから
・埼玉県の鈴木正I立さんから 1万円

• JfliL互の須藤博彦さんから
・!f/辺のドi旗保喜さんから

・竜I~海の上野元良さんから

個人事業税納期のお知らせ

個人事業税の納期限は、第1期分が8月末日、第2期分が

11月末日と定められており、舎年慶の第1期分の納期限は

8月末日が休巴のため、 9月28C月)となっております。
県中地方j辰興局県税部から送付される納税通知書により、

最寄の金融機関で納期鰻までに納めてくださるようお願いい

たします。

本センターでは、毎月第1土曜日(午後1時から午後4時)
に、「裁判手続無料相談jを実施しております。

事前に下記f予約電話jで予約のうえ、ご相談仁おいで下さ
い。

無料相談は1田隈りで40分以内となります。
棺談予約電話番号岱024… 533-5539
(問い合わせも上記電話番呂へ)

iお誕生おめでとうございます i
(ア月届出分)

保護蓄名

之

子I三

夫

正

悦

和

裕

豪雨災害により冠水等の被害を受けた飲料井戸水

ハU
4
S
E
E
E
 

~問い合わせ先

福畠県東中地方振興賭県税部

郡山市麓山 lT目1雷1号

n024-935 -1 251 C課税内容)

岱024-935-1241C口j主振替)

水質検査手数料の免除について
ー対象井戸 豪雨災害により冠水等の被害を受けた井戸等

で、常時飲料水として利用しているもの。とのi号合、水道普
及地域での井戸、業務用井戸は対象舛となります。

画検査の内容 簡易頂自検査

Itl検水の量 1升ビンに1本
滅菌どン1本

唾申 込上記検体に模査依頼書及び保健所使用料等減免

申請蓄を添付し、票中保健福祉事務所に申し込むこと。

Itl問い合わせ先

1券

正

東中保健嶺祉事務所(n0248-75-7820)

AMmv 

/
J
U
 

(ア月間出分)

世帯主名

保雄

博彦
マサ

元良

辰一

勝

空き缶やゴミの投げ措てはやめましょう

-'、1ぺ
fliS 

f変

出生児氏名

瓶陸

矢部きらり

有賀美沙希

溝井綾乃

塩津祐人

有賀大

佐藤瑠威

関根

地区名

辺

古
川

ウ

JlI 1，825戸(-5)

7，590人(-6)

3，749人(-6)

村のようす
(14年8月1巴現在)

-
岡
純
畠
v
-
A

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
i
i
i
村
公
民
館

野
も
山
も
窯
る
緑
に
烏
た
ち
も
勢
い
を
得
て
飛
び
回
り
お
リ

吉
田
高
一
子

京Z

2頁公

日
村
欄
に
供
え
し
飯

t撒
き
て
や
る
臼
毎
集
ま
る
小
烏
ら
の
庭

終
日
を
散
る
公
留
の
緋
ざ
く
ら
に
よ
い
ざ
け
て
は
清
ゆ
君
の
ま
ぼ
ろ
し小
針
み
ね
子

保:保健センター

公立:公立岩瀬病院

小
針
守
次

山
畑
に
持
い
つ
づ
け
し
二
十
年
石
も
小
中
ど
な
リ
て
光
れ
リ

小
針
愛
子

テ
ー
ブ
ル
を
濁
む
掠
ど
の
鼻
息
に
滑
る
種
な
リ
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿

漸
く
に
片
目
が
開
い
た
と
思
う
間
に
翠
フ
影
あ
り
わ
が
五
十
路
坂

吉
田
英
祐

川
崎
雄
子

ウ

南須釜3，841人(:t0) 

死亡者氏名

白旗キミ

須藤キサ

佐久間義雄

上野忠三

形 j青春

塩津文

'l 

四辻新聞

地匿名

]11 辺

竜 1I1奇

南須釜

北須釜

今
月
の
納
税

干す

県

民

ネ見

第
二
期
ハ
刀

国
民
健
康
保
険
税

第
二
期
分

納
期
限
は

8
月
初
巴
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

さ
る
な
し
俳
句
会
七
月
句
会
詠
草

火
火
広
一
の
静
寂
椅
ず
る
滑
走
路

イニ

紫
陽
花
や
認
め
た
〈
な
き
志
れ
癖

由

P
U
 

J
d
p
 

方
緑
や
一
服
ふ
ゆ
る
母
の
薬

華

義
諸
挿
す
屋
根
捜
し
き
古
山
河

仁

美

風
鈴
の
音
聴
か
ぎ
リ
し
夕
べ
か
な

美

枝

夏
夕
焼
け
小
川
に
古
き
鍬
洗
う

春

童話
j~ 

1 1 



私
の
ふ
る
さ
と

発行/福島県石川郡玉川村必大字小高字下1=111駁9 玉川村役場 ti(0247)57 -3101編集/総務諜印制/側円谷印刷(毎月15日発行)

ー
南
会
津
郡
田
島
町
|

高
橋
稔
雄
さ
ん
(
中
)

シリーズ

今日の食卓⑮

f夏を快適に過ごす

アレンジ料理を
試してみましょう

私
の
ふ
る
さ
と
田
島
町

は
、
福
島
県
の
南
西
部
に

位
置
し
、
栃
木
県
と
接
し

て
お
り
町
の
中
心
部
を
走

る
国
道

二
二
号
線
は
会
津
四
街
道
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

春
夏
秋
冬
の
季
節
が
は
っ
き
り
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
あ
り

ま
す
。
目
に
し
み
る
よ
う
な
新
緑
、
色

鮮
や
か
な
紅
葉
、
そ
し
て

一
面
銀
の
世

界
で
す
。
特
に
、
梅
雨
明
け
の
七
月
に

行
わ
れ
る
田
島
祇
園
祭
り
は
、
八
百
余

年
の
歴
史
を
持
ち
、
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
て
有
名
で

! J 
今月は、玉川村食生活改善推進員ょっぱの会が開催

した中学生対象の「ヘルスサボータ21J事業の中で紹
介されたー昂です。

きのこやピーマンが入り、色どりよく、栄養のバラ

ンスのとれるマーポ豆腐ができます。

是非暑い霊を元気に棄り切れるよう香辛料やトウパン

ジャンを加え、試してみて下さい。

す
。
「
お
党
屋
制
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

古
式
床
し
い
行
事
を
通
し
て
郷
土
の

誇
り
高
き
伝
統
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

受
け
継
い
で
い
ま
す
。

メ
イ
ン
は
二
十
三
自
早
朝
に
行
わ

れ
る
七
行
器
(
な
な
ほ
か
い
)
行
列
と

二
十
二
・
二
十
三
日
の
深
夜
ま
で
シ

ャ
ン
ギ
リ
と
呼
ば
れ
る
筒
・
太
鼓
の
音

色
に
合
わ
せ
て
勇
ま
し
く
運
行
す
る

四
つ
の
大
屋
台
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

屋
台
上
で
は
、
地
元
の
子
供
た
ち
に

よ
り
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
村
外
の
出
身

者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
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一作り万一

①豆腐は軽く水を切り、 1cm角のサイコ口に切る。
②空しいたけは石づきをとり 1cm角の角切り、ピーマン
は種を抜き1cm角の角切り、ねぎはみじん切りにする。
③フライパンに油を引き、ひき肉を妙め、②を入れよく妙

め、[AJと①を加え、とろみをつける。

『エスニック風マーボ豆腐J
[AJ 

・トマトケチヤツフ。大さじ4

・砂糖大さじ1/2

・しょうゆ大さじ11/3 

・j芭・しょうが汁 各小さじ1
・トウパンツ、ャン 招みで

・スープ力ツブ1

・片栗粉大さじ11/3 

一材料(4人分)ー

・木めん豆腐 1 1/2丁

・豚赤身ひき肉 160g 

・~しいたけ 4個

・ピーマン 赤・黄・緑

各1個

-ねぎ

離;
心に残る我がふるさと

{ふるさとの思い出j

東京都西東京市

熊田藤作さん

(川辺出身 熊田富ーさんの叔父)

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
の
第

一
は、

何
と
い
っ
て
も
「
盆
踊
り
」
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
(
一
九
四
五
年
j
)
は、

学
校
の
校
庭
に
檎
が
あ
が
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
私
は
そ
の

頃
、
夏
休
み
に
帰
省
す
る
の
が
慣
例

で
し
た
が
、
こ
の
「
盆
踊
り
」
を
小
学

校
時
代
の
級
友
た
ち
と
踊
る
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
の
光

景
は
験
の
裏
に
今
で
も
鮮
や
か
に
浮

か
び
ま
す
。

次
に
思
い
出
す
の
は
、
「
友
だ
ち

と
遊
ん
だ
こ
と
」
で
す
。
そ
れ
は
、

学
校
で
の
こ
と
、
家
に
帰
っ
て
か
ら

の
こ
と
の
全
部
で
す
。

一
昨
年
、
古
希
を
記
念
し
て
の
川

辺
地
区
の
同
級
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
誰
も
彼
も
の
話
題
の
ほ
と
ん
ど

は
そ
れ
で
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
悪

さ
を
し
て
叱
ら
れ
た
こ
と
な
ど
で
盛

り
上
が
り
、
話
の
輸
に
割
り
込
む
の

が
大
変
な
ほ
ど
で
し
た
。
教
室
の
先

生
の
事
務
机
の
中
に
「
赤
か
が
し
」
の

蛇
の
子
を
入
れ
て
、
若
い
女
性
の
先

生
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
な
ど
と
い

う
、
き
わ
ど
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

第
三
は
、
思
い
出
と
い
う
よ
り

「
思
い
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
。

私
た
ち
世
代
の
子
ど
も
の
頃
に
は
、

ふ
る
さ
と
の
地
域
に
空
港
が
で
き
る

こ
と
な
ど
誰
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
現
実
に
は
で
き
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

ま
だ
心
の
整
理
が
つ
か
ず
、
戸
惑

っ
て
い
る
心
情
も
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
が
、
願
わ
く
ば
経
済
的
発
展

へ
の
契
機
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

人
間
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
要
因
に

も
な
っ
て
欲
し
い
と
念
じ
ま
す
。

最
後
に
、
玉
川
村
の
皆
さ
ん
、
東

京
玉
川
会
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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